
（社
福
）
み
ら
い
理
事
長

柴
田
勇
夫

平
成
３
１
年
４
月
１
日
を
も
っ
て
１
７
年
目
を
迎
え
ま

す
。
平
成
１
５
年
４
月
の
け
や
き
開
所
時
は

一
法
人

一

事
業
所
で
利
用
者
３
０
名
で
し
た
が
現
在
１
５
７
名
と
な

り
、
職
員
も
１
５
名
か
ら
法
人
全
体
の
職
員
数
が
１
３
４

名
と
な
り
ま
し
た
。
事
業
所
も
１
０
事
業
所
と
Ｇ
Ｈ
８
カ

所
と
な
り
、
収
入
も
当
初
七
千
万
円
弱
か
ら
３
０
年
度

は
５
億
５
千
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

開
所
以
来
、
け
や
き
を
利
用
し
た
い
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー

ム
に
入
り
た
い
、
放
課
後
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
た

い
、
カ
レ
ッ
ジ
を
利
用
し
て
企
業
就
労
を
し
た
い
、
リ
ン
ク

の
相
談
を
使
い
た
い
な
ど
、
障
が
い
本
人
や
保
護
者
の
数

々
の
要
望
に
応
え
て
利
用
者
数
や
事
業
規
模
は
５
～
８

倍
く
ら
い
に
な
り
ま
し
た
。

法
人
創
設
以
来
ほ
と
ん
ど
の
要
望
を
受
け
入
れ
て
き

ま
し
た
が
、
今
年
度
以
降
そ
れ
ら
の
要
望
を
全
て
受
け

入
れ
る
こ
と
が
困
難
な
状
況
と
な
っ
て
き
ま
し
た
。

次
頁
の
法
人
の
「中
長
期
計
画
」
に
よ
る
５
年
１
０
年

後
の
展
望
で
は
、
設
立
以
来
の
理
念
で
あ
る
「ど
ん
な
障

が
い
の
あ
る
人
も
地
域
で
生
活
で
き
る
よ
う
に
」
を
具
体

化
し
た
「
利
用
者
の
成
長
と
将
来
の
生
活
に
責
任
を
持

つ
」
と
い
う
言
葉
で
今
後
の
運
営
を
進
め
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
こ
れ
を
達
成
す
る
た
め
に
、
「
多

様
化
す
る
利
用
者
へ
の
対
応
」
に
取
り
組
み
、
「
持
続
可

能
な
法
人
運
営
」
へ
と
進
ん
で
い
き
ま
す
。

利
用
者
の
成
長
と
将
来
の
生
活
を
担
保
す
る
た
め
に

「相
談
支
援
」
「意
思
決
定
支
援
」
「個
別
支
援
計
画
」
を

三
本
柱
に
支
援
を
し
て
い
く
と
し
て
い
ま
す
。

多
様
化
す
る
利
用
者
へ
の
対
応
で
は

１
．
利
用
者
支
援
の
あ
り
方
・
・
・前
述
の
三
本
柱
と
「現

在
の
安
定
よ
り
将
来
の
生
活
を
考
え
る
」
を
コ
ン
セ
プ
ト

に
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

２
．
住
ま
い
の
整
備
・
・
・
重
度
・高
齢
・集
団
が
苦
手
・自

立
度
の
高
い
人
な
ど
全
て
の
方
へ
の
個
別
な
対
応
を
考
慮

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

３
．
け
や
き
利
用
希
望
者
の
継
続
的
増
へ
の
対
応

・
・
・

「事
業
規
模
予
測
」
と
「利
用
者
数
予
測
」
に
あ
る
よ
う

に
、
日
中
活
動
事
業
で
は
第
２
け
や
き
の
生
活
介
護
、
け

や
き
可
児
の
就
労
支
援
事
業
、
カ
レ
ッ
ジ
の
就
労
移
行

事
業
を
除
い
て
は
利
用
者
の
受
け
入
れ
が
難
し
い
状
況

と
な
り
ま
し
た
。
Ｕ
ラ
イ
フ
の
放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

は
Ｕ
ラ
イ
フ
平
和
１
０
名
、
平
井
１
０
名
プ
ラ
ス
重
心
５

名
で
の
現
状
継
続
と
し
ま
す
。
Ｇ
Ｈ
事
業
は
新
た
な
設

置
を
し
て
行
く
と
し
て
ま
す
が
、
職
員
の
採
用
と
建
設

資
金
の
裏
付
け
が
必
須
条
件
で
す
。
但
し
状
況
の
変
化

に
よ
っ
て
の
計
画
変
更
は
あ
り
得
る
と
考
え
ま
す
。

持
続
可
能
な
法
人
運
営
で
は
、
非
常
に
重
要
な
課
題

が
多
く
あ
り
ま
す
が
、

１
．
事
業
体
制

①
財
務
体
質
の
強
化
・
・
利
益
の
出
る

経
営
、
将
来
の
事
業
展
開
の
た
め
積
立
金
の
増

②
人

材
確
保
・育
成
・
・
人
手
不
足
の
中
で
魅
力
あ
る
事
業
所

へ
、
育
成
に
よ
る
支
援
力
の
向
上

③
総
務
・
人
事
部
門

の
整
備
・
・職
員
の
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
を
考
慮

④

法
令
遵
守
・
・職
員
の
倫
理
観
、
社
福
の
法
令
遵
守

令
和
元
年
を
期
し
、
当
法
人
と
し
て
中
長
期
計
画
を

示
し
、
５
年
１
０
年
だ
け
で
な
く
永
続
的
な
運
営
を
可

能
に
す
る
た
め
の
指
針
と
し
た
い
と
考
え
ま
す
。

1

令和元年５月１０日発行

け や き だ よ り
Ｎｏ．3４

発行者：社会福祉法人みらい

◇日中活動事業 ◇共同生活援助事業（グループホーム）

・社会就労センターけやき ・第２けやき ・生活支援センターＣＳポート

・第３けやき ・けやきカレッジ ・けやき可児 「ぶなホーム1,2,3,4」「にれホーム1,2」

・第４けやき（多機能型：放デイＵライフ平和併設） 「ならホーム」「とちの木ホーム」

◇放課後等デイサービス、児童発達支援事業 ◇相談支援事業 ・リンク

移動支援事業 ◇企業主導型保育事業 ・かえで保育所

・サポートセンター Ｕライフ平井

法
人
の
現
状
と
中
長
期
計
画
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社会福祉法人みらい 中長期計画

多様化する利用者への対応

持続可能な法人運営

“利用者の成長と
将来の生活”
に責任を持つ

法人理念：どんな障がいのある人も、地域で生活できるように

社会福祉法人
みらい

保護者会

社会福祉法人
みらい

保護者会

社会福祉法人
みらい

保護者会

持
続
可
能
な
法
人
運
営

利用者支援

所得保障

地域の理解

意
思
決
定
支
援

“利用者の成長と将来の生活”
に責任を持つ

個
別
支
援
計
画

相
談
支
援

事業体制

職員のワークライフバランス

住まいの整備

多
様
化
す
る
利
用
者
へ
の
対
応

2019

日中活動6事業所

事業規模予測

日中利用者数158名

ＧＨ利用者数41名
(一人暮らし含)

7事業所

Ｕライフ10+10+5名(重心）

リンク1事業所

168名 178名 190名 204名 208名

49名 81名61名 68名 75名

10+10+5名

2事業所

新規事業 ヘルパース
テーション

7事業所
第2可児

2021 2023 2025 2027 2029

2事業所

職員は少なくとも配置基準にあった配置とする

居宅介護ショートステイ

個別支援計画書 事業所での個別支援計画 モニタリングを通じて定期的に見直し

サービス等利用
計画

相談支援事業所 本人のライフプランを作る

日中活動支援 生きる力を付ける 働く意義を認識、社会と繋がる

社会性を養う、施設外作業

意思決定支援 基本的人権

楽しく生きる、ベストインタレスト

意思の表出支援、意思の気づき力は？

生活支援 将来の生活を見据えた支援 現在の安定より将来の生活を考える

ＡＤＬ(日常生活動作)の確立 一人でできることを増やす、自己実現

生活の全てを支援 仕事以外（余暇・生活支援）を？

利用者支援のあり方

重度 高齢障がい者 ２４時間介護ケア付きＧＨ 建設資金、補助金、土地

一定の支援が必要な方 ＣＳポート（小集団）で支援
新築(資金、土地)、改装、
賃貸

集団生活が苦手な方 ＣＳポート（個人、一人部屋）で支援
新築(資金、土地)、改装、
賃貸

自立度の高い方
ヘルパー（自前・外部）委託ホームで支
援

賃貸、改装

自立、結婚等考えてい
る人

アパート等一人暮らし：法人の直接支
援なし

賃貸、新築、改装

親との同居生活の継続 ヘルパー（自前 外部）委託 親の死後：独居、ＧＨか？

地域生活困難な方 入所施設への入居 入所施設との契約

・・・職員確保、建設資金の確保（補助金、自己資金、寄付など）は必須・・・

住まいの整備

財務体質の
強化

収支差額増を目
指す

利用者増、交付金の単価高い事業、就労支援事
業の売上増、経費削減、積立金増

人件費率の削減 職員配置の効率化、職員能力アップ

人材確保・
育成

職員採用 優秀な人材の確保（計画的採用）、他業者開拓

育成
研修制度の充実、スキルアップ（支援力、管理能
力など）

労務管理 厚労省の働き方改革

人事・給与制度、労働時間、福利厚生など

組織体制の見直し

法令遵守
社会福祉法人と
しての責務

職員の倫理規範、社福としての法令遵守

事業体制

◇けやき利用希望者の継続的増への対応

事業所名 現状での許容定員 方 策 ・ 課 題

けやき ・定員はほぼ一杯 ・カレッジ・可児・第３等へ異動し、空き分を
受け入れる

第2けやき ・20名定員まで1～2名受入可 ・重度障がい者をどこまで受け入れるのか？
・30名定員まで増員可

第3けやき ・20名定員、事業体制の変更 ・20名定員継続
・Ｂ型と生活介護事業に再編

第4けやき
(多機能型）

・31年度多機能型で新設
・契約者数増で2～3名可

・生活介護20名定員継続
・Ｕライフ平和(中高生受入10名定員)

カレッジ ・毎年8～10名の受入・就職の循
環

・現状で継続、就職受入個所の多様化
・定着支援事業の安定運営

けやき可児 ・5年後45名定員計画進行 ・5年後以降どうするか、第2可児の検討？
・事業体制の変更検討

事業の継続的遂行には毎年3～5名の利用者純増必要

利用者数 2018 2019 2020 2021 2022 2023 2024 2025 2026 2027 2028 2029

けやき 48 49 49

第２けやき 37 19 20 21 22 23 25 27 28 29 30 30

第３けやき 25 27 27 25

第４(多機能) － 19 19 20 21 22 22

カレッジ 20 18 19 19 19 19 20 20

就職者(年度末) 10 10 8 8 8 8 6 6 6 6 6 6

可児 第2可児 22 26 29 32 35 38 41 45 51 54 57 60

小計(年初) 153 158 163 168 173 178 184 190 197 201 205 208

ＣＳ (一人暮) 35（2） 38（3） 43(6) 53(8) 58(10) 63(12) 68(13)

Ｕライフ
20+5 10+10+5 10+10+

5

利用者数予測 状況によっては変更もあります

多様化する利用者への対応
１．利用者支援の在り方

２．住まいの整備・・・重度 高齢・集団が苦手 自立度高い

人など全て

３．けやき利用希望者の継続的増への対応

４．障がい者本人の高齢・重度化

５．障がい児への対応

６．相談支援事業

７．所得保障・・・工賃アップ、就労支援事業の拡充、一般

就労

持続可能な法人運営
１．事業体制

１）財務体質の強化

・収益増を目指す・・・収入増、経費削減、積立金増

・人件費率の削減・・・職員配置の効率化

２）人材確保・育成・・・職員採用計画、職員研修制度の充実

３）総務・経理部門の整備

・職員のワークライフバランス・・・人事・給与制度、労働時間、福利厚生など

・法人・職員組織体制の見直し

４）コンプライアンス（法令遵守）・・・対外的、法人内

２．地域の理解・交流

）地方自治体、事業所設置地域等の理解 協力

２）一般住民の理解、協力・・・ボランティア、共生（地域生活支援拠点整備など）



平
成
３
１
年
２
月
１
０
日
（
日
）
に
新
成
人
を
祝
う
会

を
開
催
し
ま
し
た
。

こ
の
会
は
毎
年
恒
例
で
、
け
や
き
、
け
や
き
保
護
者

会
、
多
治
見
地
区
手
を
つ
な
ぐ
親
の
会
の
三
者
共
催
で

行
っ
て
い
ま
す
。

今
年
は
法
人
内
の
該
当
者
７
名
の
う
ち
６
名
の
方
が

参
加
さ
れ
ま
し
た
。

式
は
当
法
人
理
事
長
の
祝
辞
か
ら
始
ま
り
、
新
成
人

の
方
達
が
日
中
活
動
で
作
業
し
て
い
る
姿
や
、
活
動
し
て

い
る
様
子
を
動
画
で
紹
介
が
あ
り
、
そ
こ
で
担
当
の
職
員

か
ら
ビ
デ
オ
レ
タ
ー
で
彼

ら
の
仕
事
ぶ
り
や
頑
張
っ

て
い
る
姿
の
話
が
あ
り
ま

し
た
。

続
い
て
、
卒
業
し
た
特

別
支
援
学
校
の
先
生
か
ら

の
ビ
デ
オ
レ
タ
ー
や
出
席

頂
い
た
先
生
か
ら
、
学
校

の
頃
の
話
や
激
励
の
挨
拶

が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
上
の
写
真
の

よ
う
に
お
母
さ
ん
か
ら
小

さ
い
頃
の
苦
労
話
な
ど
の

話
の
後
、
み
ん
な
の
前
で

成
人
に
な
っ
た
決
意
表
明

が
あ
り
ま
し
た
。

「
カ
レ
ッ
ジ
で
勉
強
し

て
、
一
般
就
労
が
し
た
い
で

す
！
」
「
仕
事
を
頑
張
っ
て

た
く
さ
ん
お
金
が
欲
し
い

で
す
！
」
「
お
母
さ
ん
育
て

て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
！
」

な
ど
、
し
っ
か

り
挨

拶

で
き

る

姿

に
お
母
さ
ん

た
ち
も
感

激

で

し
た
。

け
や
き
の
先

輩
か
ら
花
束
贈

呈
の
後
、
食
事
パ

ー

テ
ィ
ー
が
行

わ
れ
、
オ
ー
ド
ブ

ル
や

飲

み
物
を

食
べ
な
が
ら
、
み

ん
な
と

の
親

睦

を
図
り
ま
し
た
。

最

後
は
、
大

野
弦
君
と
友
人

と
の
２
名
に
よ
る

演
奏
と
、
い
つ
も

お
世
話
に
な
っ
て

い
る
「
飛
燕
多
治

見
」
の
皆
さ
ん
と

一
緒
に
歌
と
踊

り
で
大
変
盛
り

上
が
り
、
新

成

人
を
祝
う
会
は

終
了
し
ま
し
た
。

新
成
人
に
な
っ
た
人
や
お
母
さ
ん
た
ち
か
ら
「た
く
さ

ん
の
人
に
お
祝
い
し
て
頂
き
、
素
敵
な
成
人
式
を
あ
り
が

と
う
！
」
と
い
う
話
を
頂
き
ま
し
た
。
新
成
人
な
っ
た
皆

さ
ん
の
今
後
の
成
長
と
活
躍
に
期
待
し
ま
す
。

3

☆
祝

☆
新
成
人

☆
み
ん
な
で
お
祝
い

☆
お
母
さ
ん
も
感
激
で
す

先輩からお祝いの花束贈呈！

お
母
さ
ん
と

一
緒

に
み
ん
な

の
前

で
あ

い
さ

つ
、
立
派

に
成
長
し
た
よ

！
！

みんなで楽しく踊ったよ！
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平
成
３
１
年
４
月
１
日
（
月
）
に
「
入
社
式
及
び
事
業

説
明
会
」
を
行
い
ま
し
た
。

入
社

式

で

は
ま
ず

最

初

に
当

法

人

理

事

長

か
ら
挨

拶
と
現
状
説

明
が
あ

り
ま

し
た
。

今

年
度

は

月
曜

日
開
催

で
あ
り
、
保
護

者

の
方

も

働

い
て
見
え
る
方

が
多
く
、
ま
た
職
員
・
利
用
者
も
仕
事
で
抜
け
ら
れ
な

く
、
参
加
者
は
１
３
５
名
位
で
し
た
。

今
年
度
新
た
に
契
約
を
し
た
利
用
者
の
方
は
東
濃
・

可
茂
特
支
・
阿
木
高
校
か
ら
の
１
８
名
で
す
が
、
３
０
年

度
で
は
途
中
新
規
契
約
の
方
１
名
あ
り
、
ま
た
亡
く
な

ら
れ
た
方
が
１
名
、
カ
レ
ッ
ジ
か
ら
１
２
名
の
方
が
就
職

さ
れ
、
契
約
解
除
の
方
２
名
で
１
５
名
の
方
が
卒
業
や
契

約
解
除
と
な
っ
て
お
り
、
今
年
度
は
４
名
の
利
用
者
純

増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

職
員
数
で
は
、
新
卒
１
名
を
含
め
正
職
契
約
職
員
６

名
、
パ
ー
ト
さ
ん
と
し
て
障
が
い
の
方
２
名
を
含
め
て
計

９
名
の
方
を
採
用
し
ま
し
た
が
、
退
職
さ
れ
た
方
も
多

く
現
状
で
は
若
干

名

の
職

員

不

足

状
況
で
あ
る
こ
と

な
ど
で
す
。

あ
と
中

長

期

計

画

の
簡

単

な

説
明
が
あ
り
、
こ

の
後
、
新
規
利
用

者

の
方

と

新

規

職
員
の
方

へ
の
辞

令
交
付
と
、
そ
れ
ぞ

れ
の
代
表
者
の
方
か

ら

の
決
意

表

明
が

あ
り
ま
し
た
。

「学
校
卒
業
し
た

ば
か
り
で
分
か
ら
な

い
こ
と
ば
か
り
で
す

け
ど
、
こ
れ
か
ら
勉

強
し
て
皆
さ
ん
に
頼

ら
れ
る
職
員
に
な
り

た
い
で
す
」
「
け
や

き
で
仕
事
を
早
く

覚
え
て
、
一
人
前

の
社
会
人
に
な
り

た
い
で
す
」
な
ど
の

頼
も
し
い
言
葉
が

聞
か
れ
ま
し
た
。

最
後
に
事
業
説

明
会
が
あ
り
、
早

瀬

（
旧
姓

上

野
）

常
務

理
事

（
３
月

の
理
事
会
で
常
務
理
事
に
就
任
）
か
ら
各
事
業
所
の
代

表
者
を
交
え
て
、
第
３
け
や
き
、
第
４
け
や
き
な
ど
の
新

体
制
で
の
事
業
運
営
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
新
規
利
用
者
、
新
規
採
用
職
員

に
と
っ
て
は
社
会
人
と
し
て
の
「け
じ
め
」
を
つ
け
る
機
会

と
し
て
、
法
人
と
し
て
は
当
法
人
の
現
状
や
将
来
の
方

向
を
皆
さ
ん
に
知
っ
て
も
ら
う
貴
重
な
機
会
と
し
て
今

後
も
継
続
実
施
を
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の

で
、
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

平
成
３
１
年
度

入
社
式
及
び
事
業
説
明
会

開
催

新規採用職員の決意表明

辞令交付後、新規利用者の方１８名整列

法人理事長挨拶

新規利用者の決意表明

新規利用者の方に辞令交付



平
成
３
０
年
３
月
に
２
８
年
度
か
ら
厚
労
省
に
提
出

し
て
い
た
「第
２
け
や
き
増
設
工
事
」
の
国
庫
補
助
事
業

の
協
議
申
請
書
が
、
２
年
越
し
で
２
９
年
度
の
補
正
予
算

で
の
認
可
が
下
り
ま
し
た
。

７
月
に
建
設
工
事
の
入
札
を
行
い
、
工
事
費
３
７
５
３

万
円
（
国
庫
補
助
金
２
０
０
０
万
円
、
旧
プ
レ
イ
ル
ー
ム

改
装
、
２
階
物
品
倉
庫
改
装
、
追
加
床
暖
房
設
置
等
あ

り
）
で
飯
田
建
設
が
８
月
か
ら
工
事
を
行
い
、
１
１
月
末

に
完
成
し
ま
し
た
。

当
初
第
２
け
や
き
増
設
工
事
の
定
員
３
０
名
を
１
０

名
増
員
の
４
０
名
に
す
る
と
い
う
こ
と
で
、
第
２
け
や
き

西
側

の
プ
レ

イ
ル
ー
ム
南

側
に
増
設
と

し
て
申
請
し

て
い
ま
し

た
が

、
こ
の

増
築
工
事
を

転
換
し
、
第

２
け
や
き
を

半
分
に
分
け

第
４
け
や
き

と
し
て
生
活

介
護
２
０
名

の
単
独
創
設

事

業

と

し

て
、
再
申

請

し

ま

し
た
。

こ
こ
に
、
Ｕ

ラ
イ
フ
の
放
課

後
等
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
事
業

の
２

０
名
定
員
を
主

に
幼
児
児
童
と

中
高
生
の
１
０

名
ず

つ
の
２
カ

所
に
分
け
、
重

心

を

幼

児

児

童
と

一
緒
に
見
る
と
い
う
体
制
に
変
更
し
、
旧
Ｕ
ラ
イ
フ

は
Ｕ
ラ
イ
フ
平
井
と
し
て
主
に
幼
児
児
童
の
１
０
名
と
重

心
５
名
の
事
業
所
と
な
り
、
第
４
け
や
き
を
多
機
能
型

事
業
所
と
し
て
Ｕ
ラ
イ
フ
平
和
を
併
設
し
、
主
に
中
高

生
の
１
０
名
の
事
業
所
と
し
て
運
営
を
始
め
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
以
前
か
ら
Ｕ
ラ
イ
フ
の
放
課
後
等
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
事
業
で
は
幼
児
か
ら
中
高
生
ま
で
の
年
齢
層
の
幅
の

あ
る
中
で
の
２
０
人
定
員
規
模
、
そ
こ
に
重
度
心
身
障

害
児
５
名
を

一
緒
の
施
設
で
運
営
す
る
こ
と
に
よ
る
ト

ラ
ブ
ル
が
発
生
し
て
い
ま
し
た
。

即
ち
、
幼
児
と
高
校
生
の
利
用
児
同
士
の
ト
ラ
ブ
ル

や
利
用
児
と
職
員
の
事
故
な
ど
も
あ
り
、
こ
の
解
消
は

必
須
事
項
と
な
っ
て
お
り
、
今
回
の
増
設
時
に

一
気
に
１

０
名
ず
つ
の
２
つ
の
事
業
所
に
分
け
、
こ
の
解
消
を
図
る

よ
う
実
施
し
ま
し
た
。

４
月

か
ら

実

施
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
少
人
数
で
の

細

や

か
な
対
応

が
で
き
る
よ
う
に

な
り
、
順
調
に
推

移
し
て
い
る
と
感

じ
て
お
り
ま
す

第
４
け
や
き
の

生

活
介

護
事
業

で
は
、
第
２
け
や

き
の
３
８
名
の
利
用
者
さ
ん
の
相
性
、
支
援
の
困
難
さ
、

支
援
や
作
業
の
あ
り
方
な
ど
を
考
慮
し
て
１
９
名
ず
つ

に
分
け
ま
し
た
。
今
後
、
第
４
け
や
き
の
契
約
者
数
で
は

３
～
４
名
の
方
の
増
員
が
出
来
る
と
思
い
ま
す
し
、
第
２

け
や
き
で
は
３
０
名
ま
で
の
増
員
が
可
能
に
な
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
将
来
は
、
第
３
け
や
き
の
数
名
の
生
活
介
護
の

方
を
含
め
て
、
け
や
き
の
生
活
介
護
全
体
で
の
各
事
業

所
の
定
員
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
感
じ

て
い
ま
す
。
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第
４
け
や
き
事
業
開
始
、
及
び
Ｕ
ラ
イ
フ
事
業
分
割
運
営
開
始

第 4 けやき新築建屋

第 4 けやき併設Ｕライフ平和

第 4 けやき作業風景

Ｕライフ平和でおにぎり作り



法人・保護者協議会概要
けやき保護者会 田原勇

平成30年11月10日第2回法人・保護者協議会がけやき第2作業場で開催されました｡

この協議会は保護者の意見､要望､心配事等に法人からの回答､法人からは運営方針、保

護者のあるべき姿(任せっぱなしにしない)等、法人と保護者が気さくに話しあえる場を設け､

利用者の将来が法人の理念である『どんな障がいある人も､地域の中で生活する』を目標に

お互いの理解を深め､利用者の将来が安心出来る場であるように法人と保護者が意見交換

する場所にしたく思います｡またこの会は、保護者会の主催で行っております。

第 2 回の法人・保護者協議会の実績報告書は以前に提出されておりますが、

質問、要望として Ｑ 1 ：職員さんの退職・異動が多い、今後はどうなるのか？

Ａ 1 ：退職理由（結婚退職 3 割、給料安い、仕事が合わない、その他）は色々ですが、新たな

採用が困難。働きやすい職場作りが重要。利用者は純増で年 3 ～ 5 名に抑える。

Ｑ 2 ：ＧＨにいろんな障がいの方の受け入れを検討してほしい

Ａ 2 ：去年 4 名が新たに入居。今後一人暮らしに 3 名移行予定。その空スペースに補充可。

職員の採用が一番の課題。重度・医療行為必要な方は今後の課題です。

けやき発足当時は利用者も30人位で年に3回位夜けやきの食堂に集まって､法人､保護

者の集まりがあり意見交換して来ましたが､今は170名の利用者が在籍し全体での意見交換

も困難な状態です。しかし子供達の将来を安心して法人に任せる為には法人､保護者の意

見交換は必要不可欠のものです｡

今年も11月9日(土)に第3回法人・保護者協議会を開催いたしますがそのｽｹｼﾞｭ-ﾙは概ね

以下の予定です。

保護者会としては特別活動委員会を立ち上げて法人・保護者協議会を開催いたします。

8 月中旬 協議会役員選出・・・第 2 回の役員を中心に広く役員を募集しますが、月曜日午

後開催される役員会に出席できる方を優先します。

8 月下旬～ 10 月中旬 第 1 ～ 3 回役員会開催・・・意見・要望等をとりまとめ、回答を依頼

回答内容チェック、会議出席者を決め出席依頼

11 月 9 日 会議の内容 全体会議・・・提出してある意見・要望についての回答の詳細説明

当日出た質問・要望による意見交換、

事業所別会議・・・昼食をとりながら、各事業所ごとに小さいグループで気さくに話をする

上記記載の質問・要望や他にもいろんな疑問、心配事などを法人にぶつけて、全ての疑問が

解消出来ないと思

いますが、ざっくば

らんな話し合いが

出来ると思います

ので、多くの

保護者の参

加を期待し

ています。

6

会
議

の
様

子



平
成

年

月

日(

水)

お
別
れ
遠
足

31

3

20

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

月
か
ら
少
し
ず

つ
距
離
を
伸
ば

し

4

て
た
く
さ
ん
散
歩
を
経
験
し
、
長

い
距

離
を
歩
け
る
よ
う
に
な

っ
た
子
ど
も
た

ち
。
暖
か
く
な
り
春

の
自
然

に
触
れ
る

こ
と
と
、

月
で
卒
所
す
る
子
ど
も
た

3

ち
と
の
思
い
出
に
と
計
画
し
ま
し
た
。

か
え
で
保
育
所
に
お
い
て
遠
足
は
初
め

て
の
試
み
で
、
場
所
は
散
歩

で
も
行

っ

た
こ
と
が
あ
る
小
泉
公
園
に
し
ま
し
た
。

当
日
は
、
遠
足
を
楽
し
み
に
し
て
い
た

子
ど
も
た
ち

の
願

い
が
届
き
晴
天
と
な

り
ま
し
た
。

お
揃
い
の
リ

ュ
ッ
ク
を
背
負

っ
て
、

い
ざ
出
発
。
友
達
や
職
員
と
手
を

つ
な

ぎ
歌
を
歌

っ
た
り
、
お
し
ゃ
べ
り
を
し

公
園
で
は
、

ロ
ー
ラ
ー
滑
り
台
や
大
き

な
ト

ン
ネ

ル
で
遊
ぶ
子
や
友
達
と
追

い

か
け

っ
こ
を
す
る
子
、
職
員
と
公
園
内

を
探
索
す
る
子
と

一
人

一
人
楽

し
む
姿

が
見
ら
れ
ま
し
た
。

お
弁
当

の
時
間
と
な
り
、

シ
ー
ト
を

広
げ

「
い
た
だ
き
ま
す
」
と
同
時
に
お

弁
当
箱
の
ふ
た
を
開
け
る
と
子
ど
も
た

ち

の
目
も
輝
き
、
嬉
し
そ
う
に
食

べ
て

い
ま
し
た
。

戸
外
で
食

べ
る
お
弁
当
は
、

一
段
と
美

味
し
か

っ
た
と
思
い
ま
す
。

暖
か
い
日
差
し
の
中
、
子
ど
も
た
ち

の
た
く
さ
ん

の
笑
顔
が
見
ら
れ
、
楽

し

い
遠
足
と
な
り
ま
し
た

太
田

雅
美

岐
阜
県
共
同
募
金
会
様
よ
り
、
ア
ク
ア

の
助
成
を
し
て
頂
き
ま
し
た
。

社
会
福
祉
法
人
み
ら
い
と
し
て
設
立
さ

せ
て
頂

い
て
か
ら
は
や

１
６
年
が
経
過

し
、
数

々
の
車
輌
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
が
行

わ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
や
は
り
老
朽
化
は

逃
れ
ら
れ
な
い
状
況
で
す
。
助
成
を
頂
い

た
事
で
よ
り
安
全
な
車
に
乗
り
換
え
る
事

が
で
き
ま
し
た
。

ア
ク
ア
は
こ
れ
か
ら
送
迎
、
納
品
な
ど

多
方
面
に
活
用
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。
ま
た
、

他
の
車
輌
共
に
、
常
に
安
全
を
心
掛
け
て

走
行
し
て
行
き
た

い
と
考
え

て
お
り
ま

す
。今

回
助
成
し
て
い
た
だ
い
た
岐
阜
県
共

同
募
金
会
様
に
は
大
変
感
謝
し
て
お
り
ま

す
。あ

り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

7

か
え
で
保
育
所

お
別
れ
遠
足
に
行

っ
た
よ

！

社
会
福
祉
法
人
岐
阜
県
共
同
募
金
会
様

よ
り
車
両

・
ア
ク
ア
の
助
成
を
受
け
ま

し
た
！



8

こ
れ
か
ら
自
分

岡
本

光
真

こ
れ
か
ら
に
が
て
な
作
業
を
で
き
る

よ
う
に
し
た

い
で
す
。
ク

ロ
ー
バ
ー

の

こ
よ
り
を
毎
日
頑
張

っ
て
い
ま
す
。
将

来

の
夢
は
、
ラ
イ
ブ

の
ス
タ

ッ
フ
に
な

り
た

い
で
す
。
私
は

コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー

シ

ョ
ン
が
で
き
る
よ
う
に
し
た
い
で
す
。

け
や
き
カ
レ
ッ
ジ
に
入

っ
て

上
川

亜
美

け
や
き
カ
レ
ッ
ジ
に
入

っ
て
４
週
間

が
た
ち
、

で
き
る
よ
う
に
な

っ
た
こ
と

が
増
え

て
き
ま
し
た
。
同
じ
作
業
を
続

け
る
、
報
告
、
あ

い
さ

つ
が
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
私
は
、
介
護

で
働

き
た

い
の
で
挨
拶
や
笑
顔
、

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ

ョ
ン
が
と
れ
る
よ
う
頑
張
り
た

い
で
す
。

け
や
き
、
カ
レ
ッ
ジ

で
が
ん
ば
り
た

い

こ
と

橋
本

裕
晃

僕
は
、
カ
レ
ッ
ジ
に
入

っ
て
自
分
を

か
え
る
こ
と
を
け

つ
い
し
、

こ
の
カ
レ

ッ
ジ
に
入
り
ま
し
た
。
カ
レ
ッ
ジ

で
が

ん
ば
り
た

い
こ
と
は
、
自
分

の
苦
手

の

こ
と
や

で
き
る
こ
と
を
自
分
で
見

つ
け

て
、
い
い
会
社
に
入
り
た
い
か
ら
で
す
。

カ
レ
ッ
ジ
で
頑
張
り
た
い
事

松
井

里
紗

カ
レ
ッ
ジ
に
入

っ
て
頑
張
り
た

い
こ

と
は
、
自
分
に
合

っ
た
職
業
に
就
け
る

よ
う
に
毎
日
の
作
業
と
実
習
を
真
剣
に

取
り
組
む
事
と
、
苦
手
な

こ
と
を
出
来

る
よ
う
に
し
た

い
で
す
。
後
は
、
自
分

に
自
身
を
持

て
て
、
目
標
を
達
成

で
き

る
よ
う
に
頑
張
り
た
い
で
す
。

自
分
の
将
来
に

つ
い
て

末
松

利
哉

私
は
未
だ
今
後

の
将
来
が
決
ま

っ
て

い
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
今
回
け
や
き
カ
レ

ッ
ジ
に
入
所
し
て
、
自
分

の
未
来
図
を

広
げ

て
い
け
る
よ
う
に
し
た

い
と
思
う

の
で
、
け
や
き
カ
レ
ッ
ジ
に
い
る
間
は

自
分
に
合

っ
て
い
る
職
業
を
見

つ
け
て

就
職
し
て
い
き
た
い
で
す
。

自
分
の
未
来

へ

別
府

拓
洋

僕
は
け
や
き
カ
レ
ッ
ジ

で
ク

ロ
ー
バ

ー

の
作
業
や
講
座
な
ど
が
ん
ば

っ
て
い

ま
す
。
私

の
夢
は
ろ
う
じ
ん
ホ
ー
ム
で

は
た
ら
き
た

い
で
す
。
そ

の
た
め
に
自

分

の
く
せ
や
悪

い
こ
と
な
ど
を
け
や
き

カ
レ
ッ
ジ

で
が
ん
ば

っ
て
い
き
た

い
で

す
。

自
分
の
将
来
の
夢

水
野

杏
南

私
は
手
先
が
器
用
な

の
で
細
か
い
作

業
な
ど
手
先
を
使

っ
た
仕
事
が
し
た

い

の
で
そ

の
た
め
に
け
や
き
カ
レ
ッ
ジ

で

ス
ピ
ー
ド
と
正
確
に
や
る
こ
と
を
意
識

し
て
作
業
を
し
て
い
ま
す
。

ス
ピ
ー
ド

を
早
く
す
る
の
が
苦
手
な

の
で
そ
れ
を

克
服
し
た
い
で
す
。

令
和
最
初
の
カ
レ
ッ
ジ
利
用
者平

野

輝
弥

時
代
が
変
わ
る
中
、
自
分
も
新

し
い

事
に
挑
戦
し

つ
つ
、
自
分

の
得
意
分
野

と
将
来

の
夢
を

年
以
内

で
見

つ
け
て

2

自
分

の
未
来
像
を
作
る
と

い
う
新

し
い

目
標
を
立
て
て
い
け
る
よ
う
に
頑
張
り

ま
す
。

け
や
き
に
入

っ
て

加
納

崇
登

３
月
半
ば
か
ら
け
や
き
に
行

っ
て
い
ま

す
。

は
じ
め
は
縫
製
班
で
今
は
直
販
で

ク

ッ
キ
ー
を
作

っ
て
い
ま
す
。
ク

ッ
キ

ー
を
包
む

の
は
大
変

で
す
が
、
ク

ッ
キ

ー
を
丸
め
る
の
は
楽

し
い
で
す
。
早
く

慣
れ
て
正
確
に
早
く
作
業

で
き
る
よ
う

に
な
り
た
い
で
す
。

け
や
き
に
入

っ
て

竹
内

隆
也

今
年
か
ら
、
第

１
け
や
き
で
働
か
せ

て
も
ら

っ
て
い
る
竹
内
隆
也
の
母
で
す
。

朝
は
私
が
送

っ
て
い
き
ま
す
が
、
夕
方

は

一
人
で
歩

い
て
帰

っ
て
来
ま
す
。
毎

日
、
元
気

で
楽

し
そ
う
に
通

っ
て
い
ま

す
。
今

の
と
こ
ろ
、
毎
日
の
生
活
リ
ズ

ム
が
で
き
て
安
定
し
て
い
る
の
で
、
私

も
安
心
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
よ

ろ
し
く
お
ね
が
い
し
ま
す

。

け
や
き
に
入

っ
て

平
田

賀
奈
永

月

日
か
ら
け
や
き
可
児
に
入
り

3

18

ま
し
た
。
サ
ブ

コ
ン
班
で
部
品
入
れ
や

お
弁
当
配
達
、
電
球
点
灯
試
験
な
ど
を

や

っ
て
い
ま
す
。
お
い
し
い
お
昼
ご
飯

や
、
仲
良
し
の
仲
間
と
お
し
ゃ
べ
り
す

る
こ
と
が
毎

日
楽

し
み
で
す
。

こ
れ
か

ら
も
仕
事
を
が
ん
ば

る
の
で
、
み
な
さ

ん
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

け
や
き
に
入

っ
て

武
田

夢
子

今
春
高
校
を
卒
業
し
て
、
け
や
き
可
児

を
利
用
し
て
い
ま
す
。
私
は
、
調
理
班

で
お
昼

の
給
食

の
提
供
と
お
弁
当

の
盛

9

新
規
利
用
者
の
紹
介
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り
付
け
を
担
当
し
て
い
ま
す
。
早
く
仕

事
を
覚
え

て
、

い
ろ
ん
な
作
業
に
チ

ャ

レ
ン
ジ
し
た
い
で
す
。

け
や
き
に
入

っ
て

原

啓
輔

ぼ
く
は
、
け
や
き
可
児

で
毎
日
は
い

た

つ
の
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。

い
ろ

い

ろ
な
場
所

へ
行
け
て
楽

し
い
で
す
。

で

き
る
こ
と
が
ふ
え
る
よ
う
に
、
ど
ん
な

こ
と
で
も
が
ん
ば
り
た

い
で
す
。
み
な

さ
ん
、
よ
ろ
し
く
お
ね
が
い
し
ま
す
。

け
や
き
に
入

っ
て

成
瀬

愛
美

わ
た
し
は
、
け
や
き
可
児

で
サ
ブ

コ

ン
は
ん
で
、
ふ
く
ろ
に
ぶ
ひ
ん
を

い
れ

た
り
、

シ
ー
ラ
ー
を
し
て
い
ま
す
。

こ

ん
ご
は
６
こ
い
れ

の
さ
ぎ

ょ
う
も
と
り

く
み
た

い
で
す
。
た

の
し
く
ダ

ン
ス
を

も
し
て
、
す
ご

し
た

い
で
す
。
み
な
さ

ん
よ
ろ
し
く
お
ね
が
い
し
ま
す
。

け
や
き
に
入

っ
て

柏
原

沙
妃

私
は
、

こ
の
春
か
ら
、
け
や
き
可
児

で
お
せ
わ
に
な

っ
て
い
ま
す
。
お
仕
事

を
た
く
さ
ん
お
ぼ
え

て
、

で
き
る
こ
と

を
ふ
や

し
た

い
で
す
。
が
ん
ば
り
ま
す

の
で
よ
ろ
し
く
お
ね
が
い
し
ま
す
。

け
や
き
に
入

っ
て

高
内

涼
太
郎

４
月
か
ら
、
け
や
き

の
ち

ょ
う
り
は

ん
に
な
り
ま
し
た
。
が
ん
ば

っ
て
い
る

お
し
ご
と
は
、

つ
け
も

の
の
も
り

つ
け

で
す
。
た

の
し
い
お
し
ご
と
は
お
に
く

を
も
り

つ
け
て
い
る
と
き
で
す
。

い

つ

か
は
お
さ
ら
あ
ら

い
が
で
き
る
よ
う
に

な
り
た
い
で
す
。

け
や
き
に
入

っ
て

加
藤

創
真

４
月
１
日
か
ら
ガ
ラ
リ
と
生
活
リ
ズ
ム

が
変
わ
り
ま
し
た
が
、
上
手
に
切
り
替
え

が
で
き
て
い
て
、
と
て
も
安
定
し
た
気
持

ち
で
、
笑
顔
も
多
く
張
り
切

っ
た
様
子
で

毎
日
を
ス
タ
ー
ト
で
き
て
い
ま
す
。

こ
の
ま
ま
の
調
子
で
、
日
々
を
愉
し
く
通

え
る
と
い
い
で
す
。

第
２
け
や
き

伊
佐
次

恵
美

第

二
け
や
き
に
配
属
に
な
り
ま
し
た
、

伊
佐
次

恵
美
と
申
し
ま
す
。
私
は
、
皆
様

と

一
緒
に
喜
び
、
一
人

一
人
に
寄
り
添
っ

た
、
き
め
細
や
か
な
支
援
を
し
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
だ
ま
だ
未
熟
者
で

す
が
、
精

一
杯
努
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

第
４
け
や
き
・
∪
ラ
イ
フ
平
和

今
瀬

摩
美

み
な
さ
ん
、
初
め
ま
し
て
。
こ
の
度
Ｕ
ラ

イ
フ
平
和
に
配
属
に
な
っ
た
今
瀬
摩
美
で

す
。
私
は
、
利
用
者
の
方

一
人

一
人
に
信

頼
さ
れ
る
職
員
に
な
り
ま
す
。
ま
だ
ま
だ

分
か
ら
な
い
こ
と
が
多
く
、
ご
迷
惑
を
か
け

る
と
思
い
ま
す
が
、
笑
顔
い
っ
ぱ
い
の
支
援

員
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
、
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

け
や
き

田
中

敏
江

昨
年
１
２
月
よ
り
、
け
や
き
ク
リ
ー
ニ
ン

グ
班
で
お
世
話
に
な
っ
て
お
り
ま
す
田
中
敏

江
（よ
し
え
）
と
申
し
ま
す
。
至
ら
な
い
点
も

多
い
か
と
思
い
ま
す
が
、
利
用
者
さ
ん
か
ら

信
頼
さ
れ
る
支
援
員
に
な
れ
る
よ
う

一
生

懸
命
頑
張
っ
て
参
り
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
宜

し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

け
や
き

原
岡

梢

こ
の
度
、
４
月
よ
り
皆
さ
ん
と

一
緒
に
働

く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
原
岡
で
す
。
利
用
者

の
皆
さ
ん
が
社
会
生
活
で
自
立
す
る
た
め

の
支
援
し
て
行
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す

の
で
、
ご
指
導
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま

す
。

Ｃ
Ｓ
ポ
ー
ト

福
田

有
紀
子

月
か
ら
Ｃ
Ｓ
ポ
ー
ト
で
働
か
せ
て
頂
い

11
て
お
り
ま
す
、
福
田
有
紀
子
と
申
し
ま
す
。

利
用
者
さ
ん

一
人

一
人
に
寄
り
添
い
、
信

頼
さ
れ
る
支
援
員
に
な
れ
る
よ
う
努
力
し

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
よ
ろ
し
く

お
願
い
致
し
ま
す
。

Ｃ
Ｓ
ポ
ー
ト

井
戸

孝

初
め
ま
し
て
、
昨
年

月
よ
り
こ
ち
ら
で

11

お
世
話
に
な
っ
て
お
り
ま
す
井
戸
と
申
し
ま

す
。
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
で
の
支
援
職
員
と
し

て
、
拝
命
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
「利
用
者
の
成
長
と
将
来
の
生
活
に

責
任
を
持
つ
」
と
の
法
人
の
方
針
を
胸
に
誠

心
誠
意
力
を
尽
く
し
て
支
援
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願

い
致
し
ま
す
。

9

新
人
職
員
の
紹
介
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１
月

日
に
田
根
陽
子
さ
ん
の
お
別
れ

13

会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

そ
れ
は
突
然
の
こ
と
で
し
た
が
、
昨
年

月
１
日
に
田
根
陽
子
さ
ん
が
帰
ら
ぬ
人

12と
な
り
ま
し
た
。

月

日
に
体
調
不
良

11

30

で
け
や
き
を
お
休
み
し
た
後
に
体
調
が
急

変
し
て
の
こ
と
で
し
た
。
私
を
含
め
す
べ

て
の
人
た
ち
が
、
な
ぜ
？
と
感
じ
る
ほ
ど

急
な
こ
と
で
心
の
整
理
が

つ
か
な
い
状
況

が
続
き
ま
し
た
が
、
ご
家
族
が
明
る
く
陽

子
さ
ん
を
送
る
会
を
催
し
た
い
と
の
思
い

か
ら
お
別
れ
会
を
行
う
事
と
な
り
ま
し

た
。小

泉
公
民
館
で
催
さ
れ
た
お
別
れ
会
に

は
、
生
前
の
陽
子
さ
ん
が
関
わ

っ
た
グ
ル

ー
プ
が
揃

っ
て
出
演
し
、
フ

ェ
ア
リ
ー
ミ

ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
に
よ
る

ハ
ン
ド
ベ
ル
の
演

奏
や
ザ

・
ス
タ
ー
ズ
に
よ
る
ダ
ン
ス
、
み

ら
い
の
音
楽
隊
の
歌
な
ど
が
披
露
さ
れ
、

ま
さ
に
明
る
く
に
ぎ
や
か
な
送
る
会
と
な

り
ま
し
た
。

会
場
に
は
、
幼
少
期
か
ら
撮
り
貯
め
た

陽
子
さ
ん
の
写
真
や
、
得
意
と
し
て
い
た

縫
製
の
制
作
物
、
幼
い
頃
か
ら
こ
れ
ま
で

描
い
た
絵
や
文
な
ど
、
こ
れ
ま
で
の
た
く

さ
ん
の
思
い
出
が
所
狭
し
と
展
示
さ
れ
、

ご
家
族
の
陽
子
さ
ん
や
周
り
の
方

へ
の
思

い
が
詰
ま

っ
た
温
か
い
空
間
と
な
り
ま
し

た
。
け
や
き
か
ら
も
利
用
者
や
保
護
者
、

職
員
を
合
わ
せ
て
多
く
の
方
が
参
加
し
、

会
場
は
溢
れ
ん
ば
か
り
の
人
で
い
っ
ぱ
い

で
し
た
。

こ
れ
ら
多
く
の
方

々
に
明
る
く
見
送
ら

れ
、
陽
子
さ
ん
が
安
心
し
て
天
国

へ
旅
立

た
れ
、
参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん
を
見
守

っ
て

く
れ
て
い
る
と
思

っ
て
い
ま
す
。

加
藤
高
志

新
年
度
と
な

っ
た
４
月
１
日
、
法
人
で

は
入
社
式
も
終
わ
り
、
会
場
の
片
付
け
を

し
な
が
ら
ひ
と
段
落
と
い
っ
た
時
間
に
、

日
本
中
が
固
唾
を
の
ん
で
注
目
し
た
新
た

な
元
号
の
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。
事
業
所

に
戻
る
と
、

「
令
和
だ
ね
」
と
声
を
か

け
ら
れ
ま
し
た
が
、
？
マ
ー
ク
の
私
の
顔

を
見
て
、
自
分
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
取

り
出
し
て
詳
し
く
説
明
を
し
て
く
れ
た
利

用
者
さ
ん
も
み
え
ま
し
た
。

新
た
な
時
代

へ
の
期
待
と
と
も
に
新
規

事
業
所
の
第
４
け
や
き

・
Ｕ
ラ
イ
フ
平
和

も
ス
タ
ー
ト
を
切
り
ま
し
た
が
、
開
所
か

ら
１
ヶ
月
が
経
過
し
、
職
員
と
利
用
者
さ

ん
も
普
段
の
落
ち
着
き
を
取
り
戻
し
つ
つ

あ
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
じ

っ
く
り
腰
を
据

え
て
、
利
用
者
さ
ん
に
と

っ
て
よ
り
良
い

支
援
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。さ

て
最
後
に
な
り
ま
す
が
、
来
た
る
５

月
２
５
日

（
土
）
に
、
「
第
３
回
け
や

き
可
児
春
祭
り
」
を
け
や
き
可
児
に
て
開

催
致
し
ま
す
。
保
護
者
会
の
屋
台
や
、
利

用
者
さ
ん
渾
身

の
ク
ッ
キ
ー
や
縫
製
品
、

お
子
様
も
楽
し
め
る
ゲ
ー
ム
な
ど
準
備
し

て
お
り
ま
す
の
で
、
お
近
く
の
方
な
ど
お

誘
い
の
う
え
、
ご
来
場
い
た
だ
け
る
こ
と

を
心
よ
り
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

編
集
者
…
板
津
貴
之

編
集
後
記

田
根
陽
子
さ
ん
の
お
別
れ
会

けやきへご寄付等戴いた方たちのご紹介（2019年4月現在、順不同）

※敬称は省略させて頂きます

*** 寄付金等を戴いた方 ***

根本医院・三島吾朗 田根 繁己

*** 物品のご寄付を戴いた方 ***

安藤信眞 ・・・ 冷蔵庫、電子レンジ、洗濯機

*** ボランティア活動を戴いた方 ***

水野加代 大嶽肇 笠瀬美里 林冬美

在りし日の田根さん（写真中央：旅行にて）


